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「尾久初空襲（ドーリットル空襲）」 —-― -史実とそれを語り継ぐ教育運動
The First Attack by B-25 
田村正彦（明治大学教育会）
はじめに



















標的接近、素早い瀑撃と避難行動が繰り返し練習された。1942年（昭和 17年） 4月 2日午前






先ずB25について説明しておく 。全幅 20.6m、全長 15.7m、搭乗員 5名、最高時速 498
,.._,520 km、航続距離は偵察用 5178km、燥撃任務に就くときは 2778km、500ポンド(225





















3名銃殺、 1名獄中死亡。結局 80名中 71名が 6月にワシントンに帰還、アメリカの英雄とし
て称えられる。なおドーリットル隊長は少将に昇進、 1993年（平成 5年） 96歳で他界。
尾久初空襲体験談





































































た2ヶ月後 1944年（昭和 19年） 11月 5日東京上空にB29が初めて現れ、空爆は凄まじく激
化していくのである。
「尾久初空襲を忘れないコンサート」と地域のかかわり


















第 1回 2009年（平成 21年） 4月 26日（日） 株式会社ADEKA本社ビル 16階
第 2回 2010年 （平成 22年） 4月 18日（日） 首都大学東京荒JIIキャンパス講堂
第 3回 2011年（平成 23年） 4月 17日（日） 荒川区立尾久小学校体育館
それぞれ450--700名超の参加者があった。
第 4回 2012年（平成 24年） 4月 15日（日） サンパール荒川大ホール
尾久初空襲 70周年記念の催 しとなる。 1000名収容の会場を埋め尽くすよう着々と準備が進
められている。内容は第 3回目より演出家村山岳男氏の指導も入 り年々充実させて来ている。
第 4回のプログラム概要を紹介させていただく 。
主 催 ：尾久橋町会（会長 田村正彦） 荒川区東尾久 8-8-6 尾久橋町会会館内
共催：尾久初空襲を忘れないコンサート実行委員会 事務局長 大村みさ子
後 援 ：荒川区 ・荒川区教育委員会 ・（財）荒川区地域振典公社 (ACC) 
内 容：オープニングコンサー ト 荒川区立尾久八幡中学校吹奏楽部
式 典実行委員長、荒川区長、荒川区教育長ご挨拶
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昭和 17年 4月 19日/21日
わたしたちの尾久 開校 100周年記念誌 1988・3
兵隊日記 2007・3 
少年の山河ーある疎開児の山村生活 騒馬出版 2002.9. 15 
田村正彦が聞き取り調査をした尾久初空襲の体験者、情報提供者は 100名を越す。
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